平成２１年産用　　
島根県農業振興協会
りん酸・加里を減肥するためのチェックリスト
	りん酸・加里を抑えた肥料を使えるかどうかの簡易判定を行います。上から順にチェックしてください。



	地帯区分
	· 標高300m以下のほ場である。

· 初期生育は良い。
	いいえ
	従来通りの施肥管理をおすすめします。

	
	いずれの項目も「はい」
	
	

	土壌条件
	· ほ場整備後５年以上経過している。

· 作土の土性は砂質ではない。

· 黒ボク土壌ではない。

· 漏水田ではない。
	
いいえ
	

	
	いずれの項目も「はい」
	
	

	土づくり
	· コンバインわらの全量還元、又は堆肥を１トン以上入れている。
	いいえ
	

	
	はい
	
	

	施肥量
	· 過去３年間、地域の栽培暦に示されているりん酸・加里の施肥量、又はそれ以上を施用している。
	
いいえ
	

	
	はい
	
	

	収量
	· 地域の標準的なほ場と同等の収量が確保出来ている。
	いいえ
	

	
	はい
	
	


	　りん酸・加里を減肥しても収量、品質に大きな影響がない水田であると考えられます。りん酸・加里を抑えた肥料を使った栽培を試みてください。



※このチェックリストに対するお問い合わせは、　　　　　　　　　　　　　にお願いします。

チェックリストの各項目の解説
１．地帯区分
　高標高地では気温が低くなります。低温の場合、水稲の初期生育は概して遅れがちです。その際、りん酸を施用すると、これを回避することが出来ます。このため、標高300m以上の圃場ではりん酸を保持することが必要です。
２．土壌条件

　土壌条件によって、りん酸や加里などの肥料成分が流亡しやすくなり、土壌中に残っていない可能性があります。ここに示したほ場整備後間もないほ場、砂質土壌、漏水田などは、肥料成分が流亡しやすいほ場です。また、黒ボクは土壌中のりん酸が利用しにくいほ場です。
３．土づくり

　稲わらには加里成分、堆肥にはりん酸・加里成分が含まれていますので、これらを施用すると肥料成分としてある程度土壌中に保持されます。

４．施肥量

　過去３年間程度、栽培暦に示された施用をしていれば、土壌中にある程度りん酸・加里が保持されていると考えられます。

５．収量

　地域の標準的な収穫量を確保できないほ場は、りん酸や加里が不足している可能性があります。
地域の代表的なほ場をＪＡが土壌分析しますので、その結果も参考にしてください。





水稲用








